
100年後の

思い
県社協まち歩きWS

「
地
域
の
宝
」
探
し
未
来
の
在
り
方
考
え
る

1
0
0
年
前
の
地
図
を
広
げ
、

ま
ち
歩
き

で
の
気
付
き
を
共
有
す
る
参
加
者
た
ち

県
社
会
福
祉
協
議
会
は
1
3
日
、
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
チ
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
F
D
W
S
）
「
未
来
か
ら

諏
訪
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
る
ま
ち
歩

き
」
を
諏
訪
市
内
で
開
い
た
。
慣
内

の
福
祉
関
係
者
や
市
民
ら
豹
4
0
人
が

参
加
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
市
内
を
ま

ち
歩
き
し
て
地
域
の
宝
を
探
し
た

り
、
」
0
0
年
後
に
「
タ
イ
ム
ト
リ

ッ
プ
」
「
し
て
現
在
を
掛
取
し
た
灯
し

て
、
諏
訪
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
や

未
来
に
託
す
べ
き
も
の
を
考
え
た
。

（
松
本
佳
林
）

F
D
W
S
は
、
福
祉
関
係
者
ら
に
先

を
見
据
え
て
地
域
福
祉
の
こ
と
を
考
え

る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
苛
つ
と
、
2

0
2
2
年
度
か
ら
毎
年
県
内
で
開
い
て

い
る
。
2
4
年
ま
で
の
3
年
は
松
本
市
で
、

今
年
は
7
月
に
伊
那
市
で
実
施
し
た
。

こ
の
日
の
ま
ち
歩
き
は
▽
場
の
脇
・

大
和
▽
石
彫
公
園
▽
並
木
通
り
▽
酒
蔵

－
の
4
コ
ー
ス
。
参
加
者
は
道
中
で
目

に
留
ま
っ
た
「
お
宝
」
を
メ
モ
し
な
が

ら
散
策
し
た
。
市
駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す

わ
っ
チ
ャ
オ
に
到
着
後
は
、
1
＼
0
0
年

前
（
大
正
時
代
）
の
地
図
に
歩
い
た
ル

ー
ト
を
書
き
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
見

を
記
入
。
「
温
泉
タ
ン
ク
は
諏
訪
な
ら

で
は
」
「
ケ
ヤ
キ
並
木
は
今
も
続
く
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
「
駅
周
辺
は
古
い
建
物

と
新
し
い
建
物
が
混
在
し
て
い
る
」
な

ど
と
共
有
し
た
。

後
半
は
2
1
2
5
年
を
生
き
る
視
点

に
立
ち
、
未
来
の
諏
訪
の
姿
を
思
い
描

い
て
発
表
。
「
諏
訪
湖
に
は
生
き
物
や

ワ
カ
サ
ギ
が
た
く
さ
ん
い
る
」
「
御
柱
祭

は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
」
「
子
ど
も
や
移

住
者
が
増
え
、
み
ん
な
で
仲
良
く
過
ご

し
て
い
る
」
な
ど
と
想
像
し
て
2
0
2

5
年
の
今
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
将

来
世
代
が
満
足
す
る
諏
訪
の
在
り
方
を

考
え
た
。
2
年
前
に
U
タ
ー
ン
し
た
と
い
う
諏

訪
市
小
和
田
南
の
男
性
（
6
6
）
は
「
地
元

住
民
の
目
線
と
観
光
客
の
目
線
、
両
方

で
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。
未
来
を
考

え
た
と
き
、
自
然
の
豊
か
さ
や
人
の
つ

な
が
り
な
ど
『
回
帰
』
を
理
想
と
す
る
、

考
え
が
多
く
感
じ
た
」
と
振
り
返
っ
て

い
た
。
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